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令和５年度  第 4 回相談支援従事者研修検討会 検討チーム報告書 

内容整理チーム 

R6.2.13 内容整理チーム打ち合わせを受けて 

チームメンバー：古橋、高江洲、蛭川、稲垣、美濃口 

 １.今年度の取り組み内容・成果 ２.次年度への引継ぎ事項 
３.他のチームから意見が欲し

いこと 

私たちが目

指す相談支

援専門員の

姿 Ver.9 

【内容】ver8 に相談支援専門員を知らない人でも相談支援専門

員を説明できるものを加え ver9 として作成する。ターゲット

は特に行政職員とし「福祉に関わったことがない人」を想定。 

【成果】当チームメンバーが相談支援専門員についての 100 文

字要約を作成。メンバー間で意見交換し、検討会へ共有。 

・令和 6年度初任者研修もしくは令和 7年現任研から使用でき

るようにする。 

 

 

・別紙「行政向けイメージ（仮）」を基に、文中の

「様々な障壁」について具体的事項をイラストや

吹き出しでデザインする案。 

・当チームのメンバーそれぞれで特に「様々な障

壁」について意見交換しデザインを具体化する。 

●障壁の具体例（障害問わず共通の事項） 

＊地域で暮らしたいのに家がない 

＊働きたいのに家で働くとヘルパーが使えない 

＊結婚したい、出産したい、学校へ行きたいが止

められてしまう。 

＊相談に行ったら事業所一覧を渡された 

左記デザインのイメージに対し

ての意見求む。 

 

補助教材 

【内容】講義動画を個別動画配信や YouTube にアップできるか

検討。ちなみに YouTube の使用は東京都の決済に時間を要す。 

【成果】対象者や対象者のニーズを想像しながら、意見交換。

今年度演習指導者養成研修（以下、演指研）の際、FT で困難に

感じる部分について「5Pics」「ニーズ整理表」等に意見が偏る

ことはなかった。 

●ファシリテーター向け 以下例 

・『5Pics』『ニーズ整理表』など一部のスキルを切り抜いて相談

支援専門員向けの説明動画。 

・演指研 1日目説明動画。FT説明会と行き来できると良い。 

●受講者向け 以下例 

・実習 1日目で作成する課題についての説明動画 

・まずは令和 6 年度演指研の受講者である FT に

提供する。 

・次年度演指研に関してはファシリテーション研

修と合わせて一つの研修として実施予定。 

・演指研 1 日目から初任者研修 FT 説明会までの

間の検討。補助教材を活用する案。 

・令和 5 年度の初任者研修 FT 説明会にチャプタ

ーを付けてYouTube、Teams等での提供案。YouTube

では再生数で視聴者の関心を推測する。 

 

左記見通しについて意見求む 
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相談支援従

事者研修の

新事例 

【内容】令和 5年度初任者研修から新事例作成に取り組む。 

【成果】『鈴木陽介さん』という新事例を作成。令和 5年度初任

者研修から変更し実施。検討会へ報告し、否定的な意見無し。 

・次年度も「鈴木陽介さん」新事例を使用する。 

・基本情報グラフィックのへの追記（蛭川氏案作

成）。事例から計画作成までの流れ、好きなことへ

の取り組み、性格などについて。 

・初任者研修の担当者会議部分についてシナリオ

微調整や撮影の必要性について要検討。 

・週間計画表の作成について説明が必要になる場

面あり FT 側に説明するための根拠の準備につい

て要検討。 

左記見通しについて意見求む 
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人材育成チーム 

チームメンバー名（ 藤田・神作・安井・芝・横田 ）  

 

報告内容 

１ 今年度の取り組み内容・成果 

① 【自治体、拠点機関実習対応者向けの実習説明会の検討と実施】 

 初任研実習説明会 

 地域実習の円滑な実施に向けて、窓口となる区市町村職員及び、拠点機関等（実習対応者）を対象に研修

の目的や実習の意図を理解していただけるよう「実習受け入れガイド」を作成すると共に、ツールの使い

方を含めた内容の説明会を実施した。 

 

 現任研実習説明会 

 傾聴型 SV の説明を丁寧に行い、実習対応の具体的なイメージを持てるようデモンストレーションを実

施。デモンストレーション後はシナリオに沿って傾聴型 SV のポイントを解説し、実習対応時に活用して

もらえるように組み立てた。 

 

 説明会動画のインターネット配信 

 説明会に参加できなかった実習対応者や繰り返し復習を希望する者に向けて説明会の録画動画をインタ

ーネットで配信した。 

 

 主任相談支援専門員像の要件と人物像の検討 

 主任研チームの提案が検討会にて承認されたため、初任研実習説明会にて説明した。主任相談支援専門

員の推薦要件について示せたことは良かった。また、この提案により各自治体の考え方に少し変化が見

られた。 

 

 現任研修の地域実習に対するアンケートの検討と実施 

 地域実習における自治体及び実習担当者の課題が見えてきた。今後、どのように改善していくか検討し

ていきたい。 

 

 研修別チームとの連携 

 初任チームに横田委員と芝委員を配置。現任チームには神作委員と藤田を配置。また、地域で人材を育成

してもらうための仕組みを構築するために、主任研修と専門コース別研修１のチームに安井委員を、専

門コース別研修２に芝委員を配置した。 

 

２ 次年度への引継ぎ事項 

① 【自治体・拠点機関実習対応者向け実習説明会の検討】 

 実習説明会の改善 

 研修の一連の流れや地域実習における SV の役割を明確に説明し、参加者にわかりやすく伝える。 

 自立支援協議会、または類似の協議会への参加については参加時の視点、意義を明確化する。 

 自治体担当者には地域の相談体制について 3 層構造の具体例を出してもらい、それぞれがどのような役

割を持って動いているか、また、その中での課題など説明をお願いする。不明点に関しても質問を受け付
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けられるよう対応をお願いする。 

 実習説明会にて自治体担当者の対応及び受講者、相談支援専門員とのやり取りについて好事例を紹介す

る。 

 説明会の内容・動画については 2～3 年に 1 度の更新を予定する。 

 

 参加者への周知について 

 自治体担当者や初めて担当する実習対応者への周知を強化し、参加を促進する。 

 説明会に参加されない実習対応者に対して、研修内容の修正、追加事項があった場合には自治体担当者

を通して周知を図る。 

 初任・現任研のカリキュラム及び、研修内容が大きく変わらない限り、これまで複数回参加した実習対応

者は動画視聴のみでも良いものとする。 

 

＊ 説明会への参加に関する課題 

 10 自治体がこれまで一度も参加していないため、事務局から自治体と実習対応者で参加してもらえるよ

う声掛けをしていく。 

 出欠確認の際、出席できない場合はその理由や昨年はどのように対応したかなど確認できる項目を作る。 

 

 地域実習 SV のデモンストレーションについて 

 初任研の説明会を目標に理解の乏しい受講者（初任者）Ver.の SV シナリオを作成し、デモ動画を作る。

（7 月の完成を目指す） 

 

 アンケートについて 

 実習対応者の現状をより詳細に把握するため、「困ったこと・うまくいかなかったこと」を質問項目に追

加する。 

 

② 【各地域での人材育成のための仕組みづくりについての検討】 

 人材育成を担える人材をいかに育てるか 

 主任研修修了者が FT や検討委員などに参画できるような「次」を作る方向性を出していきたい。 

 地域実習を担当する相談支援専門員が演習指導者養成研修を受講し、FT として研修に関わってもらえる

ような仕組みを演指研チームと連携して検討していきたい。 

 

３ 他のチームから意見が欲しいこと 

① 【初任研・現任研における地域実習について】 

 実習対応者の SV の質の均一化が図れていない課題 

 実習対応者へのフォローの仕組みとして、初任・現任研の成果物のフィードバック、SV 対応時の伴走

などを検討していたが、個別のフォローに関して人材育成チームとして現段階ではできないため、まず

は実習説明会に参加してもらうことを優先に考えている。他に良いアイデアがあればご意見いただきた

い。 

 


